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千葉大学―1頁 

２．大学の将来構想 

①大学の将来構想 

千葉大学の基本的目標は、総合大学として多様な基

盤的学問領域を重視し、その深化と発展を図りながら、

学際的な文理融合型の新分野創成を視野に入れ、国際

的に先導性ある学術・研究領域を切り拓くとともに、

創造的な学術環境の中で、課題探求能力に優れた人材

を養成することである。 

そのため、特に大学院レベルの研究教育の重点的育

成を行うことにより、高度専門職業人の養成や各博士

課程が世界最高水準の研究教育拠点を形成し得ること

を機軸に据えた総合大学を目指している。この目標に

向かって、平成８年には理学・工学・園芸学の３研究

科を改組して自然科学研究科を発足させ、大学院にお

ける学際的な研究教育の充実を図ってきた。さらに、

平成１１年に将来計画検討委員会を設け、学部・大学

院の更なる改革を進めてきた。具体的には、各研究科

の強化を目指した再編・統合と学際的、重点的そして

萌芽的研究の支援であり、その成果として、平成１３

年度から医学研究院と薬学研究院並びに医学薬学府が

設置され、医薬系については研究組織と教育組織の分

離による新しい大学院教育が開始された。さらに平成

１５年度より、医学と工学の連携による「フロンティ

アメディカル工学研究開発センター」と園芸学、医学、

薬学、教育学、工学、看護学の連携で、「環境健康都

市園芸フィールド科学教育研究センター」という２つ

の学際的なセンターがスタートした。 

２１世紀ＣＯＥプログラムでは、大学院博士課程に

おける更なる学術研究の高度化と有為の人材の育成に

よる社会貢献を目指し、先進的・学際的拠点を形成す

るものである。 

平成１５年度は、次のプログラムが採択された。 

 

１）「消化器扁平上皮癌の最先端多戦略治療拠点」 

２）「日本文化型看護学の創出・国際発信拠点」 

３）「超高性能有機ソフトデバイスフロンティア」 

 

これらについて、国際的に確固たる拠点として発展

させ、千葉大学の特徴とし、この拠点化の遂行を通じ

て、より優れた研究教育の実績をあげる教員を多数輩

出し、国内外からの優秀な大学院生の集中が実現し、

自己増殖的に研究教育の活力を増していくことが千葉

大学の望むべき将来像である。 

  

②学長を中心としたマネジメント体制 

千葉大学は、学長主導により平成１３年度より研究

教育基盤校費の１０％を研究教育高度化のための重点

経費とし、大型外部資金に付随する間接経費と学長裁

量経費も活用して、各種学術奨励金制度を設けた。こ

れにより、萌芽的研究助成、独創的研究助成、大型な

総合研究プロジェクトに助成を行っている。その結果

が，フロンティアメディカル工学研究開発センター，

環境健康都市園芸フィールド科学教育研究センターの

設立に繋がり，研究基盤を整備した。 

また、施設・スペースの整備に関しては、本学の建

物すべての利用状況を、情報システムを使って一括把

握して、建物施設の効率的かつ必要に応じた弾力的活

用を進めた。新たな施設整備に関しては、全学のマス

タープランを策定して、施設の充実を進めた。 

平成１２年度以降に新営された理学系、工学系、大

学院自然科学系、大学院社会文化科学系、医薬系の建

物はすべて総合研究棟とし、学長管轄の下におく全学

共有スペースを確保して、２１世紀ＣＯＥプログラム

などの重点的研究教育プログラムの推進に随時、速や

かに対応できるようにしている。部局単位でも時限プ

ロジェクト対応の共有スペースを確保している。この

ように新たな重点プロジェクト、新たな拠点形成を施

設面で支援する体制は整っている。 

さらに、将来構想に鑑みた世界最高水準の研究教育

体制を構築し、世界に通用する研究成果の発信と人材

の育成を目指して、学長を中心にした「拠点形成支援

会議」を組織している。 

 

３．達成状況及び今後の展望    

①達成状況 

 千葉大学は、世界を先導する教育・研究領域の拠点

形成をめざし、大学全体の活性化・高度化を進め、優

れた人材育成と新たな学術領域の創成・開拓を進めて

きた。 

高度人材育成拠点としての２１世紀ＣＯＥプログ
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ラムの採択を、千葉大学の革新的かつ飛躍的発展の好

機と捉え、各拠点を世界最高レベルの確固たる拠点と

して確立するために、学長のリーダーシップと集中化

の理念をより鮮明に打ち出し、これらへの重点支援を

大学の最優先施策として中期目標に掲げた。 

このことから、機動的意志決定・指令機関として学

長をリーダーとする「拠点形成支援会議」を発足させ、

拠点形成に必要な課題を迅速かつ十二分に検討し、世

界最高レベルの研究教育拠点形成に必要な以下の重点

支援を行った。 

 

【組織的強化】 

拠点の基幹部局を大学院部局化して持続性を保証

するため、平成１３年度には医学薬学府を創設（医薬 

系）し、平成１９年度には理学・工学および園芸学部

からなる自然科学研究科を４研究科〔理学研究科、工 

学研究科、園芸学研究科、融合科学研究科〕に改組し

組織的強化を図った。 

 

【財政的・人的・物理的支援】 

学長裁量経費を活用し、１）拠点への教職員ポスト

の優先的配分、２）教育・研究スペースの優遇、３）

シンポジウム開催等の国際活動への支援、４）外部評

価実施への支援、５）若手研究者・院生等への調査・

研究活動支援費の増額などを、重点事項として実施し

てきた。 

 

 また、これら拠点の強化と長期的発展に必要なシス

テム・組織の新規構築をめざし、拠点形成に係わる分

野における大学院等の先鋭的改革を行った。 

 

１）「消化器扁平上皮癌の最先端多戦略治療拠点」 

 永続的拠点形成として、医学研究院内に6研究領域か

らなる１講座を有する新部門「先端腫瘍治療医学」を

設置した。また、新設講座に対応させた、「臨床腫瘍

部」と「未来開拓センター」を病院内に設立 等。 

 

２）「日本文化型看護学の創出・国際発信拠点」 

看護学研究科の充実を図るために博士後期課程の

定員増と学際性・国際性を育成する教育内容を付加し

た。また、文化を反映した看護学であるところの「文

化看護学」という新たな学術分野を創出するために、

看護学専攻に「看護病態学」と「看護管理学」の２領

域を新設 等。本拠点を活動拠点として「文化看護学

会」を設立。 

 

３）「超高性能有機ソフトデバイスフロンティア」 

 本拠点を持続的に発展させるために、「融合科学研

究科（ナノサイエンス専攻、情報科学専攻）」を発足

させ、「ナノ物性コース」を設置した。また、物理学

の基礎教育を行う「ナノサイエンス学科」を新設、更

には、実質的連携研究を推進する「分子エレクトロニ

クス高等研究センター」を発足 等。 

 

②今後の展望 

千葉大学では、形成された拠点の持続的発展を期す

るために、先に述べた、医学研究院に設置した「先端

腫瘍治療医学部門」、看護学研究科看護学専攻に設置

した｢看護病態学と看護管理学の２領域｣、融合科学研

究科の「分子エレクトロニクス高等研究センター」等

を通じて、今後も世界的な研究教育拠点における、教

育研究活動を推進していく。 

また、１）意欲のある学生・若手研究者への支援、

２）優れた学生・若手研究者の確保、３）常勤職員の

重点的配置、４）施設・研究スペース等の整備をはじ

めとする教育研究活動支援の諸方策は、千葉大学にお

いて既に自主的・恒常的に実施しているものであるこ

とから、プログラム終了後も、本拠点が世界最高水準

の教育研究拠点として継続的・発展的な活動を展開す

ることに問題はない。 

これによって、独自の優れた研究教育実績をあげる

教員が一層増加し、かつ国内外からの優秀な大学院生

や若手の集中化が実現され、さらに新たな拠点が自己

増殖的に形成され、大学の活力が増幅されることを期

待している。 

なお、これらの拠点については、大学院の教育研究

機能を一層充実・強化し、世界最高水準の研究基盤の

下で世界をリードする創造的な人材育成を図るため、

「グローバルＣＯＥプログラム」に申請を行うととも

に、採択に向けて、学長のリーダーシップのもと、「グ

ローバルＣＯＥプログラム推進・評価委員会」を中核

的組織として設置し、教育総合機構ならびに学術推進

機構が恒常的に指導・助言・支援するマネジメント体

制を構築する等、全面的に組織を挙げて支援を実施し

た。結果として、医学、物理学の２分野、２拠点で採

択されることとなり、今後、国際的に魅力ある大学院

教育・研究をより戦略的に推進し、世界最高水準の大

学を目指すものである。                   
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名  千葉大学 学長名 齋藤 康 拠点番号 G04 

１．申請分野 Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

超高性能有機ソフトデバイスフロンティア 

 ( Frontiers of Super-functionality Organic Devices ) 

    研究分野及びキーワード 
<研究分野： 応用物理学> 

(有機半導体) (有機エレクトロニクス) (有機薄膜の電子状態) (放射光利用電子分光) (ナノソフトデバイス) 

３．専攻等名 

（融）ナノサイエンス専攻・（工）人工システム科学専攻・（理）基盤理学専攻・（融）情報科学専攻・

（工）共生応用化学専攻 

(H19.4.1改組 旧名称(自)多様性科学専攻・人工システム科学専攻・物質高次科学専攻・情報科学専攻)

４．事業推進担当者           計 17 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
（拠点リーダー） 

Ueno Nobuo 
上野 信雄  
 

Yoshikawa Akihiko 
吉川 明彦  
 
Nakayama Takashi 
中山 隆史  
 
Fujikawa Takashi 
藤川 高志  
 
Okudaira Kouji 
奥平  幸司  
 
Nakamura Masakazu 
中村 雅一  
 
Kudou Kazuhiro 
工藤 一浩  
 
Kitamura Takashi 
北村 孝司  
 
Ogura Katsuyuki 
小倉 克之  
 
Ochiai Yuichi 
落合  勇一  
 
Ishitani Yoshihiro 
石谷 善博  
 
Kaneko Katsumi 
金子 克美  
 
Ishii Hisao 
石井 久夫 
 
Sakamoto Kazuyuki 
坂本 一之 
 
Kera Satoshi 
解良 聡  
 
Munakata Toshiaki 
宗像  利明 
 
Ohtaka Kazuo 
大高 一雄 
 

 

大学院融合科学研究科・ナノサイ

エンス専攻・教授 

大学院工学研究科・人工システム

科学専攻・教授 

大学院理学研究科・基盤理学専

攻・教授 

大学院融合科学研究科・ナノサイ

エンス専攻・教授 

大学院融合科学研究科・ナノサイ

エンス専攻・准教授 

大学院工学研究科・人工システム

科学専攻・准教授 

大学院工学研究科・人工システム

科学専攻・教授 

大学院融合科学研究科・情報科学

専攻・教授 

大学院工学研究科・共生応用化学

専攻・教授 

大学院融合科学研究科・ナノサイ

エンス専攻・教授 

大学院工学研究科・人工システム

科学専攻・准教授 

大学院理学研究科・基盤理学専

攻・教授 

大学院融合科学研究科・ナノサイ

エンス専攻・教授 

大学院融合科学研究科・ナノサイ

エンス専攻・准教授 

大学院融合科学研究科・ナノサイ

エンス専攻・准教授 

大学院自然科学研究科・多様性科

学専攻・客員教授 

大学院自然科学研究科・人材シス

テム科学専攻・教授 

 

応用物理学/有機薄膜物性・工博

 

半導体物性・デバイス・工博

 

表面・界面物性理論・理博 

 

量子化学理論・理博 

 

物理化学・理博 

 

有機半導体デバイス・博（工）

 

有機デバイス/電子工学・工博

 

応用物理学/画像工学・工博 

 

有機合成化学・工博 

 

半導体物理・理博 

 

半導体光物性・博（工） 

 

物理化学・理博 

 

有機物性・理博 

 

表面物理・博(理)  

 

表面科学・博(理) 
 

物体表面科学・理博 
 

物性理論・工博 

 

拠点総括 

 

光電子半導体デバイス物性 

 

表面/界面の物性理論 

 

複雑系の内殻吸収・光電子分光理論 

 

放射光利用内殻吸収、分子メス 

 

（拠点サブリーダー）有機デバイス開発・局所物性研究 

 

有機トランジスタ開発とデバイス物性 

 

マイクロ・ナノ粒子開発・配列電場制御、電子ペーパーの

開発 

新規有機半導体の合成 

 

局所領域のデバイス物性評価 

 

光物性評価・光デバイス評価 

 

評価、人材育成マネージャー、局所空間界面分子構造解析

 

有機薄膜の電子構造と電荷輸送(H18.4.1追加) 

 

分子スケールデバイス：分子・金属界面の電子状態(H18.4.1

追加) 

（若手主導研究コーディネイター）有機薄膜界面の高精

度・高分解能電子分光(H18.4.1追加) 

有機半導体電子・ホールダイナミクス(H17.3.31辞退) 
 

評価、人材育成マネージャー、フォトニックバンド理論 

(H19.3.31辞退) 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 110,000 130,000 128,000 
119,250

（11,925） 

117,000 

（11,700） 
604,250 
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6．拠点形成の目的 

 かつて産業革命が、産業社会への革命的貢献

だけでなく、熱力学や量子力学などの基礎科学

の発展と萌芽を促したように、応用面の研究か

ら新しい「科学の芽」が見出される。新機能デ

バイスを実現するための研究開発は、付随する

物理現象の本質を深くかつ正確に理解し、これ

を基にその物理現象を精密に制御することによ

りはじめて可能になるものであり、この学問領

域をわれわれは重要な「応用物理学」分野と捉

えている。 

 本拠点では、本学の誇る有機半導体物性、有

機デバイス開発、ナノデバイス物性制御、新規

有機半導体創製、物性理論分野の教官を有機的

に結集し、有機半導体を利用した超高性能有機

ソフトデバイスの開拓的研究を、その物性素過

程の解明からデバイス創製まで重点的・集中的

に推進する。 

 有機半導体を代表とする有機材料の電気・光

学的性質などの物性は、分子の個性と揺らぎを

伴う分子間の「複雑」な協力現象や異物質との

接触界面での多彩な現象に起因している。これ

らの複雑さがこれまで「物理的」研究を拒んで

きた大きな理由であり、異物質との接触がキー

となるトランジスタなどの有機デバイス創製が

困難を極めた根元である。現在、欧米を中心と

して、これらの有機系に特徴的な諸現象に、す

なわち極めて身近に、新たな学術フロンティア

があると考えられるようになった。本拠点は、

有機半導体をキーとするソフトデバイスの応用

研究に視点を置き、その電子・電気・光物性と

分子間の協力現象や界面現象との相関とその原

因を、ミクロ、ナノスケールレベルの素過程か

ら解明することによって、超高性能有機トラン

ジスタ、自在に曲がるシートディスプレイなど

の新しい高性能ソフトデバイスを創製する。特

に物理学、電気電子工学分野と化学の有機的連

携によって「新しい科学・技術の芽」をも提供

するチャレンジングな研究を行う。 

 上記の研究環境を利用して、 以下の5つのプ

ログラムを柱とする施策を実施し、①チャレン

ジング精神、②ねばり強さ、③柔軟な価値観、

④世界に羽ばたく「翼」をもつ若手を育成する。 

（1）研究国際化プログラム（実践英語教育、積

極的国際活動など）、 

（2）国際化支援プログラム（国際活動支援事

務組織の設置など）、 

（3）研究支援プログラム（技術支援員の採用、

大学院生用競争的研究資金の準備など）、 

（4）人間「相互作用空間」整備プログラム（「学

術的異文化」間の連携、人的ネットワークの形

成など）、 

（5）新「産学連携」萌芽プログラム（産業界

の若手研究・技術者の育成と、大学院生教育へ

の利用など）。 

 

7．研究実施計画 

7-1．研究拠点形成実施計画 

（1）具体的研究内容 

 以下の二つのフロンティア研究チームおよ

び評価・研究支援チームを構成し拠点研究を推

進する。両フロンティア研究チームの研究計画

と実験結果を常に互いに共有し、研究すべき問

題点の明確化を図る。有機半導体、ソフトデバ

イスに関して14年度から進行中の外部資金プ

ロジェクト、学術創成研究「有機デバイス関連

界面の解明と制御」千葉サテライト、NEDO国際

共同研究「有機半導体のドーピング」、NEDO

「高効率有機デバイス」プロジェクト、NEDO

「電子ペーパー」プロジェクト、CREST「ナノ

制御技術と有機/無機界面制御技術」等とも協

力体制を構成し研究を推進する。 

① 分子ナノ物性フロンティアチーム 

 有機デバイス関連界面の電子状態などの研

究を行うと共に、有機半導体ナノ構造・物性計

測、理論解析法を開拓する。特に、電子、ホー

ルの寿命など、有機分子の揺らぎ、周囲との相

互作用に依存する電荷輸送素過程を時間分解、

空間分解実験法を利用して解明し、その知見を

高性能有機デバイスの開発に反映する。また、

ナノスケール分子デバイスに必要な基盤研究

として、ナノ構造の存在する基板表面での分子

薄膜成長や電子的相互作用の研究、新しい微細

加工法として分子オングストロームリソグラ

フィーの可能性を探索する。 

②  有機ソフトデバイスフロンティアチーム 

 高性能有機トランジスタの開発、有機発光素

子と有機トランジスタを一体化したフレキシ

ブルデバイスの開発、超微粒子・超微粒子含有

マイクロカプセルの電場制御による電気泳動



 
 

様式２ 
【公表用】 

千葉大学（G04）―3頁 

型電子ペーパーの開発、不純物の影響を受けに

くいトランジスタ材料／デバイス構造、ナノス

ケール分子デバイスの開発を主目的とした研究

を推進する。新規有機半導体の合成とそのデバ

イス物性測定を連携し、実際に利用できる新高

機能有機半導体を開発する。原理の異なるソフ

トデバイス、有機半導体と無機半導体、有機分

子ナノデバイスとカーボンナノチューブデバイ

スなど、相対する複数の関連分野を有機的に連

携しあるいは競争させることによって飛躍的な

研究進展をはかる。 

③ 評価・研究支援チーム 

 上記2研究チームの個々の研究評価と、これら

のチーム間の研究連携を評価する。また、理論

的研究へのサポート、実験結果の理論的考察、

ナノ構造を有する基板と分子との相互作用やそ

れら分子の構造解析などについての実質的な研

究支援を行う。本チームは、人材育成マネージ

ャーとして若手育成も行う。 

【注】学長・部局長裁量ポジションにより新た

に着任した石井教授、坂本准教授、解良准教授

は平成18年度から事業推進メンバーに加えた。 

（2）研究推進体制の整備 

 基礎研究と応用研究を分担しつつも密接に連

携し共通の目標を達成する。チームのメンバー

はそれぞれが精鋭とよぶにふさわしい研究者で

あるが、化学的物質をターゲットにした応用物

理的な観点の研究には、本拠点メンバーに加え

関連しつつも異なる研究経験を「武器」とする

適当な数の研究者との有機的協力が必要である。

学内の若手研究者および学外機関（名古屋大学、

分子科学研究所、物質構造科学研究所、理化学

研究所、企業の研究部門など）の協力を得て、

目的を共有する実質的な共同研究体制を構築す

る。また、外国の大学との連携研究を積極的に

推進し、小規模ながらも欧米を凌駕する機動性

のある研究推進体制を整備する。 

（3）若手研究者育成体制の整備 

 将来の研究を切り開く人材を育成するため、

若手研究者の責任と努力のもとでそのアイデア

を反映できる若手をリーダーとするミニ研究グ

ループを準備する。また、広く世界を活動空間

にできる「翼」のある若手人材の育成体制を整

備する。学内のプロジェクト用レンタルラボス

ペースを活用し、拠点内の研究室の枠組を越え

た集中研究空間を準備する。 

 

7-2．年度別の具体的な研究拠点形成実施計画 

平成15年度 

 学内のプロジェクト研究フロアを利用して

本拠点の中核をなす研究教育環境「人間相互作

用空間」を形成する。 

 有機分子線蒸着による配向制御薄膜の精密

制御法、電極/基板との界面領域の分子配向な

ど構造情報を得る実験法、さらに有機薄膜中の

分子配向の深さ依存性測定法など、高性能有機

デバイス開発上キーとなる実験手法の検討を

主とする。有機複雑系の光電子角度分布解析法

の改良を開始し、より高精度なスペクトル強度

解析法の確立を目指す。また基板/有機分子界

面のエネルギーバリア制御のため、基板表面の

仕事関数制御に関する理論的研究を開始する。

縦型有機SIT（静電誘導トランジスタ）の有機

半導体アクテイブ層の膜厚を薄くすることに

よるデバイスの高速動作に必要な、膜成長、分

子配向構造制御法の研究を開始する。「電子ペ

ーパー要素技術」であるサイズのそろった微粒

子・ナノカプセルの開発を開始する。 

平成16年度 

 有機対応超高真空電子分光/走査型プローブ

顕微鏡(SPM)複合装置のSPM部の整備を行う。有

機薄膜構造、分子配向の時間変動など構造情報

の精密な測定を行い構造制御法の確立に必要

な基盤データを得る。大きな有機半導体分子の

薄膜成長初期過程についての理論的研究を開

始する。デバイスの様々な界面での分子・原子

拡散現象についても研究を開始する。超高分解

能紫外光電子分光法による価電子バンド中の

ホールの寿命測定、分子振動の影響などの研究

も着手し界面電子移動に関する世界最高の実

験データの入手を目指す。内殻吸収スペクトル

による有機薄膜構造、非占有状態研究と共に、

放射光を用いた「分子メス効果」の分子種との

相関研究など新しい分子リソグラフィー実験

を開始する。 

 新規合成された有機半導体の蒸着可能性、ゲ

スト分子のドーピング、有機ワイヤー構造の成

長制御を試みる。これらについては、その都度

作製された試料の、光電子分光測定や電気的測

定を行い、その結果を新規物質設計、ドーピン
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グ法探索、膜構造制御条件に還元する。微粒子・

マイクロカプセルの電気泳動物性制御による電

子ペーパー作製を行う。 

 本年度から外国人研究者の招聘、博士研究員

の採用を本格的に開始し国際活動を増幅する。 

平成17年度 

 界面近傍の分子非占有準位に形成される電子

の寿命をレーザー励起時間分解顕微光電子分光

法を利用して研究する。また価電子帯中のホー

ルの寿命を高分解能光電子分光法により分光学

的に推定することを試み、分子固体界面に特有

な電荷ダイナミックス、エネルギー準位研究の

新たな展開を行う。 

 理論と実験の成果を比較検討し、理論の改良、

理論から提案される方法を実験に反映させる。

また、分子の放射線構造改変を利用した有機薄

膜への新規ドーピング法を検討する。 

 大学院生、博士研究員などが主導する国際研

究集会を計画・開催する。 

 これまでの研究を自己総合的に評価し、次年

度以降の研究戦略・戦術の再検討を行う。 

平成18年度 

 前年度の評価に基づき、研究活動の一部変更

を行う。 

 本年度から、①分子ナノ物性フロンティアと

② 有機ソフトデバイスフロンティアの二チー

ムがいっそう連携し、以下を協力して実施する。

実デバイス類似構造試料の局所電子状態、局所

電気物性を顕微光電子分光、局所NEXAFS、STM

等の手法で精査する。これまでの研究の進展に

従い、種々の界面電子状態、界面電子準位接合、

ドーピングによるフェルミ準位の制御を、光電

子分光実験を中心として種々の電子分光実験に

よって総合的に調べ、デバイス設計における、

分子選定、表面状態制御法、ドーピング法など

にわたる総合情報を比較検討する。 

平成19年度 

 これまでの結果を一層発展させる。有機トラ

ンジスタを利用した駆動により、有機自発光ソ

フトディスプレー、微粒子・ナノカプセル利用

の電子ペーパーを動作させる。また、新規合成

された有機半導体の実デバイス応用を試み、よ

り高性能なデバイスの実現を図る。生体関連分

子の利用にむけて、巨大で揺らぎのあるより複

雑な分子薄膜の構造制御、電子状態ダイナミッ

クスについての萌芽的研究にもチャレンジす

る。 

 以上によって、有機デバイス機能の基本原理

を解明し、そのナノレベル制御によって超高性

能有機トランジスタの開発、自発光有機ソフト

ディスプレーの創製など、当初目標を達成する。  

 5年間の成果と拠点運営を総合的に総括・評

価し、以降の研究戦略を策定すると共に、積極

的に情報発信に努める。一層有効な拠点の発展

策を検討する。 

 

8．教育実施計画 

 以下の5つのプログラムを柱とする施策を実

施し、①チャレンジング精神、②ねばり強さ、

③柔軟な価値観、④世界に羽ばたく「翼」、を

育成できる教育を実施する。これによって、た

った一人でも未踏の荒野に第一歩を踏み出し、

新しい学術を開拓し続ける強さを持った若手

研究者を育成する。   

(1) 研究国際化プログラム 

• 実践的英語力向上教育を提供し「外国との

障壁」を低減する。 

• 大学院生の国際集会での研究発表を促進

する。 

• 大学院生が自ら計画する国際研究集会を

行う機会を準備する。 

• 諸外国の大学・機関で大学院生が共同実験

を実施できる体制を整備する。 

• 外国人研究者の1-3年程度の受入を積極的

かつ重点的に行う。 

• 外国人ポスドクを採用する。 

(2) 国際化支援プログラム 

• 国際活動に対応できる小規模「国際活動支

援事務組織」を設置し積極的に以下に対応

する。 

a.「海外への情報発信、海外の情報の収集」 

b.「来日外国人研究者の支援」 

c.「大学院生の国際活動支援」 

(3) 研究支援プログラム 

• 大学院生をすべてRAとして採用する。 

• 大学院生自身の外部・学内競争資金の獲得

指導と学内競争資金の一層の整備をはか

る。 

• 内外の他機関との共同研究の活発化と、こ

れら共同研究への大学院生の常時参加シ
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ステムを整備する。 

• 実験装置メインテナンスなど「技術支援員」

を採用する。 

(4) 人間「相互作用空間」整備プログラム 

 空間的に接近した拠点研究教育場「相互作用

空間」を学内のプロジェクト研究フロアに拠点

スペースとして確保し、「学術的異文化」間の

連携研究の雰囲気の下でより有効な教育をはか

る。将来研究リーダーとなる者は、社会への貢

献、人的ネットワークの確保、決断力養成など

のため多様な経験を有する必要がある。本空間

を利用して多彩な人間交流を推進する。本拠点

下に人材育成マネージャーを置き、大学院生の

ヒアリング、研究レポートの提出等により大学

院生の研究能力・資質の評価を随時行う。また

海外研究機関に出向いている大学院生のライフ

ケアや実績の評価を行う。 

(5) 新「産学連携」萌芽プログラム 

 産業界の若手研究・技術者の訓練・実習を自

由に積極的に推進できる「規制緩和」特別体制

を整備し、産業界の若手の育成など、社会への

新たな貢献を目指す。人間「相互作用空間」整

備プログラムと連携し院生の産業界への進出の

ための教育に利用する。 

 

９．研究教育拠点形成活動実績（3頁以内） 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の  

 目的達成度 

 採択時にプログラム委員会より基礎教育につ

いて努力するようにとのコメントがあり、中間

評価(H16年度末)において研究については高い

評価を得たが、有機的連携と院生の就職に対す

る努力を要求された。また、独自外部評価(H17

年度末実施)に於いても研究について非常に高

い評価〔外部評価：S/(S,A,B,C,D)〕を受けたが、

メンバー間の有機的連携について一層の努力を

求められた。これらの評価を受けることによっ

て、研究・教育両面における有機的連携を加速

させ、以下のように教育強化と連携研究推進に

関する組織を新設した。 

①大学院の新設：H19年４月に新たに融合科学研

究科（ナノサイエンス専攻、情報科学専攻）を

発足させ、本拠点メンバーがナノサイエンス専

攻に属し、物性物理学、物性物理化学、半導体

物性工学が有機的に連携したカリキュラム（ナ

ノ物性コース）を博士前・後期課程に一貫して

設置した。 

②新学科の新設：大学院教育の高度化に不可欠

であった工学部の基礎教育（物性物理学分野）

の組織的改善のため物理学の基礎教育を行う

ナノサイエンス学科を新設した(H20年4月発

足)。 

③研究センターの新設：実質的連携研究を推

進する分子エレクトロニクス高等研究センタ

ーを学長裁量経費で発足（H19.3月）させた。 

 以上によって、9年間の高等教育と研究を高

度に実施する組織を構築した。後述のように、

院生の育成・就職についても飛躍的な成果を上

げ、研究についても過去の認識を覆す成果を得

た。本拠点は、本研究分野の世界拠点の一つと

して認知されている。 

 以上のように、研究・教育の両面での成果に

加え、本拠点を持続的に発展させうる組織を形

成し当初目的を遙かに超える成果を上げた。 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 院生・若手の育成については、人間相互作用

空間プログラム、新産学連携萌芽プログラムに

よる人間ネットワークの形成、多彩な分野の

人々とのface-to-faceコミュニケーションの

活性化に成功し、博士3年間の在籍での学位取

得率は88％に達し、博士取得者の就職率100％

を実現するなど、大きな成果をあげている（図

1参照）。 

 一方、海外の大学・研究機関に滞在して共同

実験・研究した院生が5年間にのべ18人に達し、

加えて海外大学の院生15名(中期滞在8名、短期

滞在7名)が来学して実験・研究するに至った。  

 院生が国際会議の企画や運営に参加するこ

とも推進した。結果として、国際会議の司会を

務める院生や、英語で代表挨拶を行う院生が育

独立起業
2%

過年度在学
6%

休学中
2%

退学/出産
2%

大学・研究機
関・常勤

18%

企業
41%

ポスドク
29%

図1 博士後期課程3年在学後の院生(21COE)
の状況。学位取得率88％、学位取得者の就職
率100％を達成。 



 
 

様式２ 
【公表用】 

千葉大学（G04）―6頁 

っている。また、本学の院生によって全国の院

生のネットワークが院生自身によって形成され

日本で初めての院生による院生のための第1回

研究討論会がH18年度に千葉大学で実施された

（応用物理学会・M&BE,17(3), 232 (2006)に報告）

（図2参照）。この成果は、東京大学の院生に引

き継がれ、第2回目がH19年度に東京大学で実施

された。 

 また、本拠点に属したポスドク研究員も全員

が、内外に新たな職を見つけている。 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的 

 知見等 

 弱い分子間相互作用による分子集団の電子・

光機能の電子論的基礎研究からデバイス応用に

至る有機(分子)応用物理学の高度な研究教育組

織を創成した。(1)ホール移動度を決定する再配

列エネルギー、分子間トランスファー積分の電

子分光学的実測など、電荷移動度の第一原理測

定の開拓、(2)ペンタセン単結晶単分子膜を利用

した異方性バンド分散の実測、(3)有機分子結晶

薄膜に固有のバンドギャップ中の電子状態密度

の直接測定と界面電子準位接合問題の革新、(4)

フレキシブル分子結晶薄膜トランジスタ・自発

光トランジスタの実現、(5)独自のAFMポテンシ

オメトリー、変位電流法、走査ゲート顕微鏡な

ど新しい実験手法の開拓による新研究の領域の

開拓、(6)ナノスケールで発現する有機-無機相

互作用の新現象や電子スピンが関連する量子電

導現象、(7)フォトンのスクリーニング効果、電

子-格子相互作用を考慮した電子分光理論の研

究、(8)吸着アミノ酸分子中の電気物性の理論的

研究、(9)フォトニック結晶の基礎と応用に関す

る理論的研究など、独自の着目によって多くの

成果を上げた（論文515報、国際会議発表666

件）。国際会議での基調・招待講演は拠点形成

期間中に137件におよび、世界で高く評価され

ている。 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

 本拠点は有機デバイスの基礎から応用まで

を集中してカバーする世界的にもユニークな

研究教育拠点であり、有機物性物理学、物性化

学、有機デバイス物性分野さらに実験と理論分

野が有機的な連携を必要とする。研究面では、

拠点内共同研究プロジェクト（ペンタセンプロ

ジェクト等）、若手主導共同研究プロジェクト

（500万円/年を上限として支給）を推進し、研

究集会の共同開催に加え、実験・理論の共同研

究、物理学・デバイス工学・化学分野の担当者

間、院生間の共同研究によって20件の論文を発

表するに至っている。これらの共同研究成果は、

連携研究推進の「分子エレクトロニクス高等研

究センター」を発足させる契機となった。  

 教育的側面では、工学部系の高度化物理基礎

教育を実施する新学科を本拠点メンバーの協

力を得て発足させ、工学部と理学部の拠点メン

バーが参加する融合科学研究科を新設した。加

えて、拠点研究を強化推進する分子エレクトロ

ニクス高等研究センターの新設に加え、研究

者・高度技術者育成を目指す「先進科学プログ

ラム」（17才飛び入学・インテンシブ教育）に

おいても、H20年度より、工学部ナノサイエン

ス学科（新設学科）と理学部物理学科が共同し

て新選抜方式の導入を決定し、理学部化学科の

物性物理化学分野でも協力してH21年度から共

同実施することを決定した。拠点メンバーの連

携によるこれらの成果は、千葉大学の歴史上の

大きな特色となった。 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 拠点形成事業実施後、米国、ドイツ、スウェ

ーデン、中国などの海外大学・機関から本拠点

に来学して行った共同実験・研究が31回（内院

生の単身来学実験研究15人/数日の滞在7人を

含む）。一方では本拠点から院生・若手が海外

機関へ出向いて共同研究する回数も20回にお

よんでいる（院生の海外大学・研究機関滞在実

験・研究は延べ18人）。前述の様に事業担当者

の国際会議での基調・招待講演も増加し、事業

開始後137件に達した。 

図2．自ら羽ばたく院生の誕生。海外での実験、国
際会議の企画・運営への参加の他、国際会議の司
会・スピーチを担当する院生が誕生した。また院生
自ら院生の全国ネットワークの形成により、研究討
論のための研究集会も日本で初めて開催された。
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 一方、新設の大学院では英語による講義（国

際・融合領域特別講義I,II）を必修とし、海外

大学に出向いて行う実験・研究を正式科目化（国

際研究実習I,II/選択）、新産学連携萌芽プログ

ラムに関連してキャリアーパス育成のためのベ

ンチャービジネス論を開講するなど、本事業で

実施してきた教育プログラムを反映したカリキ

ュラムをH19年度から実施している。 

6)国内外に向けた情報発信 

 ホームページ、学内外イベント、見学会など

一般的な方法による発信はもとより、過去の経

験から、特にface-to-faceによる情報伝達の実効

性を重視し、21COEコロキューム・研究集会・講

演会の開催〔104回：国際研究集会24回（小規模

4回を含む）、海外研究者講演会19回、日本人研

究講演・集会 61回〕、国際研究集会での発表666

件（内基調・招待講演137件）などによって情報

発信に努めた。 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形 

 成のため効果的に使用されたか） 

 当初の予定通り、①研究国際化プログラム、

②国際化支援プログラム、③研究支援プログラ

ム、④人間「相互作用空間」整備プログラム、

⑤新「産学連携」萌芽プログラムの内、院生・

若手の活動への支援を中心に①-④に対して重

点的に支援した。拠点形成費の5年間の使途を図

3に示した。特に、院生・若手への渡航費支援に

おいては、「海外グランドツアー」を導入し、

海外国際会議への出席を利用して、海外研究室

巡り（海外研究室での研究紹介を実施）を推進

し国際性を育成した。図3に院生・若手への直接

支援経費をグラフで示した。シニア教員への個

別研究費支援は原則として行わず、院生の生活

支援（RA採用延べ108名）、院生・若手の研究活

動（自発的研究活動支援、若手主導共同研究支

援、渡航費支援など）、国際性育成、基礎学力

向上と新採用教員の支援に向けて重点的に使用

した。 

この結果、前ページ図2に示したように「自ら

羽ばたく院生」が誕生している。 

②今後の展望 

 採択時より研究・教育の両面で「千葉大学改

革の拠点」として様々な改革を断行し「教育研

究組織の強化」を行ってきた。千葉大学に固有

の問題を分析し、（1）学部教育の抜本的改善を

並行して実施することが不可欠、（2）大学院

教育コースを工学部・理学部の教員がベクトル

を合わせて体系的に構築する必要性から、形式

的でない連携組織の形成が不可欠、の2点を最

重要目標に掲げ拠点形成を実施した。その結果、

工学部物性物理系の新学科、新しい大学院研究

科を発足させるに至った。 

 これらによって有機分子集団の電子物性を

対象とする、物性物理学、物理化学、半導体デ

バイス工学が絡み合った分野、を体系的に教育

できる9年間の教育組織を構築した。また研究

面でも、関連しつつも異なる分野の教員が連携

して研究を推進する「分子エレクトロニクス高

等研究センター」を発足させた。今後これらの

組織を活用し、世界トップレベルの研究教育拠

点としてより確固としたものにする所存であ

る。 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内 

 外に与えた影響度） 

 全学的協力により、本拠点の持続的強化へ向

けて研究科、新学科を新設し、さらに分子エレ

クトロニクス高等研究センターを設置した。 

また、これまで15年にわたって拠点メンバーを

中心に推進してきた大学高度化プロジェクト

「先進科学プログラム」（インテンシブ教育の

推進：学部改革では「17才飛び入学」）におい

て、本拠点分野から平成18年度末に初めての博

士取得者を輩出した。これらは千葉大学内外に

大きな影響を与え、他大学等や高校教育界の見

学・講演依頼が多数あったことに現れている。 

 一方、研究に関する基調・招待講演が199件

（国際会議等137件、日本の学会等62件）にの

ぼり、本拠点の運営・活動法に関する講演依頼

が3回あり、海外大学の院生が来学し実験する

様になったことも活動の成果である。 

 特に海外では千葉大学は本分野の世界拠点

の一つと認知されるようになった。 

若手助成（研究支援、
旅費等）, 68,578

院生助成（研究・生活
支援、旅費等）, 108,049

COEポスドク研究員採
用経費, 77,518

外国人招聘旅費,
10,097

国際活動支援事務室
開設・運営費, 19,828

拠点スペース（人間相
互作用空間）整備・運

営費, 16,836
院生・若手用教育実施

費, 19,019

新任教員スタートアップ
支援費, 20,000

研究基盤整備支援費,
216,807

その他（国際研究集会
開催費、光熱水料、印

刷費等）, 47,518

図3 21世紀COE経費の主な使途内訳 〔単位：千円〕。 
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拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 超高性能有機ソフトデバイスフロンティア 

１．研究活動実績 

①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 
 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 

〔著書、公刊論文、学術雑誌、その他当該プログラムにおいて公刊したもの〕） 
・本拠点形成計画の成果で、ディスカッション・ペーパー、Ｗｅｂ等の形式で公開されているものなど速報性のあるもの 

※著者名（全員）、論文名、著書名、学会誌名、巻(号)、最初と最後の頁、発表年（西暦）の順に記入 

    波下線（   ）：拠点からコピーが提出されている論文 

下線（   ）：拠点を形成する専攻等に所属し、拠点の研究活動に参加している博士課程後期学生 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

(1) 2003年10月21-25日・湘南国際村、2nd Workshop on Advanced Spectroscopy of Organic Materials for 
Electronic Applications, ASOMEA II,  70名（15名）,W. E. Salaneck (Linköping Univ., Sweden), S.T.Lee (City 
Univ. Hong Kong, China), J. Lning (Stanford Synchrotron Radiation Lab, USA). 〔応用物理 70(9), 1112 (2004) 
に開催報告〕 
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L.Worschech (Univ. Wuerzburg, Germany), Dr. J. Fransson (Uppsala Univ. Sweden), Prof. S. Tarucha (Univ. 
Tokyo ),. J.P.Bird(Arisona State Univ,, USA), J. Fransson (Royal Institute of Technology, Sweden), 
D.J.Reilly(Univ. New South Wales, Australia). 

(3) 2004年9月21-22日・理研、Int. Discussion Meeting on Tris(8-hydroxyquinoline)aluminum(III): Basic 
Properties and Secrets of Alq3 as an EL material, Sep. 21-22, 2004, Wako, Japan.、90名（8名）、C. W. 
Tang (Kodak Res. Lab. USA), Prof. C. S. Lee (City Univ. Hong Kong, China),  Prof. Y. Gao (Univ. 
Rochester, USA) . 
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Horowitz (Univ. Denis-Diderot, France).  

(5) 2005年1月6-7日・千葉大学、International Workshop on Frontier Science and Technology of Nanoporous 
Systems,  60名（13名）,  Prof. J. Fraissard (Univ. Pierre and Marie Curie, France), Prof. G. S. Attard (Univ. 
Southampton, UK), Prof. P. Eklund (Penn. State Univ., USA) 

(6) 2005年2月1-3日・つくば国際会議場、2nd International Symposium on Technologies and Applications of 
Photoelectron Micro-Spectroscopy with Laser-based VUV Sources, 107名（約18名）, Dr. T. Schmidt 
(BESSY 2, Germany),  Prof. H.Petek (Univ. Pittsburg, USA), Dr. S. Heun (Sincrotrone Trieste, Elettra, 
Italy) .  

(7) 2006年3月2-4日・名古屋大学、Electronic Structure and Processes of Molecular-Based Interfaces: In 
Relation to Organic and Molecular Devices (ESPMI 06), March 2-4, 2006, Nagoya, Japan, 81名(21名), 
Prof. A. Kahn (Prinston Univ, USA), Prof. W.R. Salaneck (Linkoeping Univ. Swesen), Prof. F. S. Taurz 
(Forschungszentrum Jülich., Germany)〔応用物理 75(7), 911 (2006) に開催報告〕 

(8) 2006年3月1日・千葉大学、3rd Quantum-Transport Nano-Hana International Workshop, 60名(10名), 
Prof. Y. Kuk (Seoul・Nat. Univ. Korea), Prof. M. Terrones (IPICyT, México), Prof. S-W. Hwang (Korea 
Univ. Korea).. 

(9) 2007年1月27日・千葉大学、Workshop on Frontier Science and Technology of Nanoporous Systems 80
名（6名）,Prof. Keith E. Gubbins (North Carolina State University, USA),Prof. Lucia Carlucci (University of 
Milano, Italy),Prof. Nigel Seaton (University of Edinburgh, UK). 

(10) 2007年1月15-17日・大阪大学、Int. Symp. on Theories of Organic-Metal Interfaces 2007, Jan. 15-17, 
2007,Osaka, Japan, 75名(14名), Prof. P. Bagus (Univ. North Texas),  Prof. F. Flores (Univ. Autonoma de 
Madrid, Spain), Prof. A. Nitzan (Tel Aviv Univ.Israel). 

(11) 2007年7月28日・千葉大学、4th Quantum-Transport Nano-Hana International Workshop, 30名 (10名), 
Prof. S. Goodnick (Arizona State Univ. USA), Prof. C. Aizin (City Univ. New York, USA), Prof. M. Ryzhii 
(Univ. Aizu). 

(12) 2007年10月8-12日・千葉・生命の森、The 4th Japan-Sweden Workshop on Advanced Spectroscopy of 
Organic Materials for Electronic Applications, ASOMEA-IV, 76名(22名),  Prof. C. W. Tang,University 
of Rochester, USA, Prof. J-L. Brédas (Georgia Inst of Tech ,USA, Prof. M. G.Ramsey, Karl-Franzens 
University Graz,Austria). 

(13) 2007年10月20日・千葉大学、5th Quantum-Transport Nano-Hana International Workshop, 20名 (10名), 
Prof. J. P. Bird (SUNY Buffalo, USA), Prof. J-J. Lin (Nat. Chiao Tung Univ. Taiwan), Dr. K. Ono (RIKEN). 

 
また、2007年秋の米国Material Research Society (MRS) において本拠点メンバーが企画・実行委員となりと
なり、同国際学会の会期中に以下の国際会議を実施した。 
(1) MRS fall meeting: Symposium on “Interfaces in Organic & Molecular Electronics III”, Nov. 26-29, 2007, 

Boston, USA, 200人(基本的に全員外国人), Prof. S Tautz (Bremen Univ. Germany),  Prof. X. Zhu 
(Minnesota Univ.),  Prof. H. Sirringhaus, (Univ. Cambridge),  Prof. A. Nakajima (Keio Univ. Jpn) :
本会議では、本拠点メンバーが院生研究発表賞の選定委員会のまとめ役を担当した。 

(2) MRS fall meeting: Symposium on”Nanophase and Nanocomposite Materials V”, Nov. 26 - 30, 2007, Boston,
USA. 200人(基本的にに全員外国人), Prof. M. Endo(Shinshu Univ.Japan, Prof. R. Roy (Pennsylvania State 
Univ.), Prof. S. Mthur (Wuerzburg Univ, Germanmy) 

以上等、合計24の国際研究集会を開催した。 
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千葉大学（G04）―3頁 

２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

❶人間相互作用空間プログラム： 
〔I〕院生の海外大学滞在研究（20名）による国際性の育成 
 国際会議での研究発表を行う院生の海外旅行を利用して、海外研究室訪問（グランドツアー）を実施することにより、

海外グループとの院生国際コミュニケーションを強化した。その経験を基にして平成17年より以下に示すような院生の

海外大学・研究機関での共同実験参加を実施し院生の育成を図った。院生の国際性の育成に非常に成果があった。 
平成17年度：ミラノ大学（イタリア）、1名、4-6月の3ヶ月間、ノースカロライナ州立大学（USA）、1名、5-6月の2ヶ
月間、MAX-LAB（スウェーデン）1名、5月31日-6月5日（1週間）、ビュルツブルグ大学（ドイツ）1名、6月20日-7月
16日（20日間）、BESSY-II（ドイツ）1名、11月6-22日（17日間）、天津大学（中国）、3名、5月（3日間） 
平成18年度：プリンストン大学（USA）3名、6月(1週間)、MAX-LAB（スウェーデン）2名、11月2-23日（21日間）、

BESSY-II（ドイツ）2名、11月26日-12月3日（18日間） 
平成19年度：ケムニッツ大学1名7/21-8/13（24日間）、ケムニッツ大学1名、7月25日-8月4日（11日間）、ELETTRA（イ

タリア）1名、7/25-8/4（11日間）、ビュルツブルグ大学（ドイツ）2名、12月1-13日（13日間）、チュービンゲン大学

（ドイツ）1名、H20年3月10-23日（13日間） 
〔II〕海外大学の博士後期課程院生の来学共同実験・研究の推進：短期(8名)・中期(8名)、滞在合計16名 
平成15年度：（1）アリゾナ州立大学（米国）1名（平成15年7月18日-7月27日）,（2）アリゾナ州立大学（米国）1名（11
月9日-12月29日）、（3）アリカンテ大学（スペイン）1名3ヶ月滞在 
平成17年度：（1）院生の企画により21世紀COE国際会議（10月＠千葉大学）に、マドリード大（スペイン）学の院生1
名を招待講演者として招聘、本拠点の院生と研究交流） 
平成18年度：(1) ニューヨーク州立大学バッファロー校（米国）1名（平成18年5月9日-5月29日）、(2)香港城市大学（中

国）(J.Tang)より1名（11月-H19年2月の期間のべ10週間）、(3)ニューヨーク州立大学バッファロー校（米国）1名（11
月5日-12月4日）、(4)フンボルト大学ベルリン（ドイツ）1名（11月23日-H19年1月19日）。 
平成19年度：（1）国立台湾大学（台湾）1名（7月2日-8月26日）、（2）ウプサラ大学（スウェーデン）1名（ASOMEA-IV
会議@千葉に院生招待講演者として招聘、院生間の交流10/7-14）,（3）ソウル大学（韓国）より3名（10月、2日間）、

ソウル大学（韓国）2名（12月3日間・前記と関連）。 (4) コンセプション大学（チリ）1名、2月来日、6ヶ月滞在予定

❷高度化教育の試行 
 高度化・国際的カリキュラムの準備として21世紀COE経費を活用して様々な教育試行を行ってきた。以下にその例を

示す。外国人研究者の講義をH19年度発足させた新規大学院において正規カリキュラム化（必修）。 
(1) 海外教授による集中講義の試行（集中）：16年3月15-16日ノートルダム大学J. J. Pireaux教授、A. Lucas教授:計15時
間。平成19年度（新設大学院での正規講義として実施）：A.Kahn教授(プリンストン)、D.Cahen教授(ワイツマン研究所)、
Dr. M.B.Casu(ビュルツブルグ)など（H19年度より正式カリキュラム化：必修2単位）。 
(2) 国際会議の初日を利用したチュートリアル講義：15年10月@ASOMEA-II、3件計4時間、16年10月＠21世紀COE国際

会議、3件計4.5時間。 
(3) 実験分野の院生のための理論セミナー（講義形式）：17年度より理論分野の博士研究員が毎週開講。実験分野の院

生の基礎学力の向上に大きく貢献。21世紀COE終了後の現在も継続中。 
(4) 基礎学力向上21COE特別講義：分光学基礎（群論）、17年度、18年度に特別プログラムとして実施。 
(5) 体系立った講義の試み：1冊の固体物理の本を学部-大学院〔博士前期課程〕を通して教科書に使用する試行講義、

16-17年度試行。H19年度の新研究科のカリキュラムにその経験を反映。 
(6) 英会話スクール：（H.15年度後期1クラス、H16-19年度通期2クラス（初級、上級クラス）開講）各クラスとも1回
90分/週の開講、128名が受講。事務職員2名も受講。受講者は博士最終試験・語学2科目の内1科目を免除。 
❸21世紀COEコロキューム・21世紀COE-Workshop、講演会等（英語によるもの24回、日本語によるもの61回） 

国際会議以外に、コロキューム20回、Workshop（研究会形式）10回を実施した。この他関連専門分野の研究講演会（55
回）も随時開催した。外国人研究者を招聘した各コロキューム、Workshop終了後、院生主催のミニパーティを開催。ミ

ニパーティは院生の自発的人的ネットワーク形成と国際的アクティビティの向上の基盤になった。 
❹院生・若手研究発表会（幾つか代表的なものを示す） 
(1) 院生・若手成果発表16年10月25-28日＠21世紀COE国際Symposium。 
(2) 院生・若手成果発表18年12月22日＠21世紀COE研究会。 
(3) 院生による院生のための全国院生研究討論会18年6月15-17日：千葉大学院生が全国の関連分野の院生間ネットワー

クを構築し、平成17年日本で初めての研究討論会が開催された〔13大学・16研究室から40名参加、応用物理学会M&BE,
17(3), 232 (2006) に開催報告を掲載〕。 
(4) 若手成果発表19年6月19日＠21世紀COE国際Workshop、院生・若手成果発表会19年10月8-12日＠ASOMEA-IV国際会

議。 
❺院生・若手の自発的研究支援（研究費支援） 
 申請書（研究計画・これまでの成果）を5名の審査員（拠点リーダー、サブリーダー、評価支援グループメンバー2
名、他1名）の審査評点の合計によって順位化、必要がある場合にインタビューして支給の可否を決め、学長の決裁に

よって最終決定。年度末に成果報告書を提出し、次年度の審査の資料とした（注：RA/108名も状況を評価し金額を決定）。

❼助手3名の長期海外派遣・若手主導（国際）共同研究 
ウプサラ大学、H15年4月~12月、ウプサラ大学およびMAX-lab H17年5月-7月(合計1年)；ビュルツブルグ大学、H15年9
月-H16年8月（1年）;アリゾナ州立大学、H16年6月-H17年9月（1年4ヶ月）。 
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２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は概ね達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、従来の大学院自然科学研究科（理学、工学及び園芸学部

を基盤とする研究科）を、理学、工学、園芸学、融合科学の４研究科に改組し、教育目標

を明確にすると同時に、本拠点の研究教育組織となるナノサイエンス専攻及び分子エレク

トロニクス高等研究センターを新設した。また、「基礎教育」と「先端教育」の系統的・

一貫した教育カリキュラム構築のため、学部及び大学院教育システムの組織的改革を行う

とともに、ナノサイエンス学科を設立するなど、教育組織を再構築し、拠点基盤を整備し

た点は高く評価できる。 

人材育成面については、大学院学生に対し人間相互作用空間プログラムや国際化支援プ

ログラムなどの支援プログラムを設置し、大学院生及び若手研究者養成に努力した結果、

博士課程修了者数の着実な増加や就学３年での博士学位取得率の向上など、教育上の効果

は大きく評価できる。また、留学生の育成に努力したことも評価できる。大学院生などに

よる主著論文や国際会議での発表への寄与も大きく、産業界での活躍などに効果が見受け

られる。 

研究活動面については、有機半導体の基礎的電子物性の研究、及び新規構造の有機トラ

ンジスタの発明など電子デバイスの開発研究においても活発な研究活動が行われ、本分野

における国際的研究拠点の目標は概ね達成したと評価できる。また、理論・実験間の共同

研究など有機的な研究教育活動が行われたと評価できる。 

補助事業終了後の持続的展開については、研究科、学科の改組・新設、さらに研究セン

ターの新設など、システマティックな教育・研究組織の改革が行われたことによって、長

期的視点からも発展に繋がる努力が行われていると評価できる。 
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